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私たちの会費が日本平和委員会と茨城県平和委員会の活動を支えています 

 

 
 
                                          
 
 
 
 

みんなの力で９条の光を輝かせよう 

いま、改憲阻止の運動が正念場を迎えようとしています。わたしたちの命と暮らしを支える憲法を改悪す

る動きが本格化しています。

衆・参憲法調査会は来年最終報

告を提出し、自民党は０５年１

１月に改憲案発表、０７年には

国民投票という政治日程を描い

ています。公明党も「加憲」、民

主党も「創憲」の立場で憲法「改

正」の方向です。 

 左の資料（「学習の友」春闘別

冊）を見ながら考えて見ましょ

う。 

 世論も変化し、改憲賛成が過

半数を占めるようになっていま

す。しかし、９条に限って言え

ば、「改正」反対が多数（０４年

５月「朝日」６０％、３月２２

日ＴＢＳ６８％）である点は、

われわれにとって心強いかぎり

です。国民の多くは、マスコミ

などの影響で曖昧な認識のまま

改憲支持となっているのが実情

ではないでしょうか。 

 私たちの課題ははっきりして

います。今の憲法が世界から賞

賛される先進性を持っているこ

とや、権力の狙いが国家による

国民統制にほかならないことな

どを、急いで職場や地域の仲間に１人でも多く知らせることです。     代表理事 齊藤房雄 
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